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はじめに


近年の自然環境の変化等により、本市におけるイノシシの生息頭数は急激に増加していることが見込まれ、市内全域での農作物被害や市街地への出没が頻繁に発生している状況が続いており、早急に捕獲体制を強化し生息密度の低減を図る必要があります。

一方、その担い手である岡山県岡山地区猟友会玉野分会駆除班（以下「猟友会駆除班」という。）においては、会員の高齢化が進んでいることに併せ、社会情勢の変化等により、後継者の確保が難しいことから、新たな捕獲体制の構築が必要となっています。

こうした状況の中、地域のニーズや関係機関等との協議を経て、現行の法令や制度等に基づいた捕獲体制の強化策として、住民が主体的に捕獲活動に参加できる「イノシシ捕獲隊」制度を新設します。

なお、この制度は、野生動物を捕獲・駆除する危険性の高い活動であるため、できるだけ安全面に配慮した制度設計としておりますことにご留意ください。
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１　組織体制
これまで、鳥獣被害防止対策実施隊が行ってきた有害鳥獣（イノシシ）の捕獲について、関係法令等に基づいた、新たな捕獲体制として、「イノシシ捕獲隊」を編成することとします。

○鳥獣被害防止対策協議会
►構成員（玉野市、岡山県岡山地区猟友会玉野分会、岡山市農協備南営農センター、玉野市コミュニティ協議会）
►事業（鳥獣被害防止対策に関する事業、鳥獣の適正な捕獲の実施に関する事業、関係機関による体制整備に関する事業等）






体制整備等の立案


	
	鳥獣被害対策実施隊
	イノシシ捕獲隊（新設）

	根拠法令等
	鳥獣被害防止特措法第9条第1項の規定に基づき設置
	鳥獣保護管理法第3条第1項の規定に基づき、環境大臣が定めた「鳥獣保護管理事業計画を実施するための基本方針」に則し、岡山県が定めた「鳥獣保護管理計画」に基づき、新たな捕獲体制の編成として設置

	設置年月
	平成28年4月
	令和2年4月

	構成員
	市職員、猟友会駆除班員
（狩猟者登録者）
	地域のコミュニティ組織※（以下「自治会等」という。）に属する市民（狩猟者登録者、補助者）

	有害捕獲
	個人に許可（1年間）
［個人に許可証交付］
	法人（玉野市）に許可（1年間）
［個人に従事証交付］

	捕獲鳥獣
	玉野市鳥獣被害防止計画に基づく対象鳥獣
	イノシシ

	活動区域
	市内一円
	自治会等の区域

	特記事項
	公務として活動する。
	官民協働のボランティア活動とする。


　連携・協力



※　地域のコミュニティ組織とは、玉野市コミュニティ協議会に属する25団体を基本とする自治会等とする。
２　イノシシ捕獲隊の設置及び活動

（１）設置から活動までの流れ

[bookmark: _Ref449200546][bookmark: 農村環境保全活動交付金申請の流れ]農林水産課
地区代表者等


①捕獲隊及び猟具設置申請書、名簿、狩猟登録者証の写し、規約等の写しを提出
※提出は随時

②設置申請書等の内容確認
　
設置申請書ほか
→P.7～9


※提出書類に誤り等がある場合、別途お知らせします。


③鳥獣捕獲等許可申請を作成・提出
④有害鳥獣捕獲の許可




許可通知書、従事者証

⑤活動の実施
⑥捕獲奨励金交付申請書、事業計画書の提出
※提出は活動実施と同時で可


交付申請書、事業計画書
→ P.17､18



⑦交付申請書等の内容確認
　交付金額の交付決定通知書の送付



交付決定通知書 


⑧捕獲奨励金請求書、捕獲状況報告書、証拠写真、証拠物等を提出
※毎月の活動実績に応じて手続きが必要です

請求書、状況報告書→ P.19～22




⑨状況報告書等の内容確認後、指定口座へ奨励金を振込








（２）捕獲隊の設置基準

①　イノシシによる農作物等の被害が深刻な地域であること。
②　周囲の山際にイノシシ防護柵が設置された地域であり、適切な維持管理が実施されていること。
③　自治会等に属する者で、岡山県の狩猟者登録（わな猟）を受けた者（以下「狩猟者」という。）2名以上及びその補助者で構成された捕獲隊であること。なお、補助者は、市が実施する講習会等を受講し活動すること。
④　捕獲隊の設置について、自治会等の規約等で規定すること。
⑤　鳥獣被害防止対策実施隊と連携・協力して、捕獲活動を実施すること。

（３）捕獲隊の有害鳥獣捕獲

①　許可申請
捕獲隊は、官民協働の地域ぐるみ（狩猟者・住民）の活動として実施することから、法人（市）に対する捕獲許可を受けることとなるため、農林水産課において、この許可申請を行います。
②　従事者証の発行
上記により、許可対象者は、「玉野市」となり、その従事者（捕獲等実施者）として、捕獲隊の構成員を選任し従事者証を発行します。
（捕獲隊の捕獲許可内容）
・許可する鳥獣の種類は、イノシシに限定する。
・許可する期間は、当面1年間とする。
・許可する区域は、当該自治会等の区域とし、活動範囲は、原則、防護柵の内側（農地側）とする。
・許可する方法は、箱ワナとする。







③　遵守事項
・　捕獲活動については、マナーや法令を遵守してください。（法令違反等があった場合は、活動ができなくなります。）
・　捕獲活動を行う際は、「狩猟者登録証」及び「イノシシ捕獲隊従事者　証」を携行してください。

（４）捕獲隊の活動保険
　　①　狩猟者登録者は、既に加入してある狩猟者保険（共済保険等）によるものとします。
　　②　補助者は、危険な活動は行わないものとし、市のボランティア活動保険を適用するものとします。

（５）捕獲隊活動に係る手続き

①イノシシ捕獲隊及び猟具設置申請書（様式１）の提出［必須］

（上記申請書の添付書類）
□イノシシ捕獲隊構成員（従事者）名簿（様式１－１）
（従事者に関する注意事項）
・狩猟者登録者（わな猟）を２名以上とする。
・補助者は、市が実施する講習会等を受講し活動すること。




□イノシシ捕獲隊猟具設置位置図（様式１－２）
（猟具（箱ワナ）の設置に関する注意事項）
・設置場所は、被害の発生場所付近とする。
（地権者・地区の合意を得ること。）
・管理経費（えさ代、イノシシ処分代等）は自治会等が負担する。
・箱ワナの管理者は、捕獲隊の狩猟者とする。
・捕獲隊の希望に応じて、対策協議会で調達した箱ワナを無償貸与する。（狩猟者1人当たり2基まで。期間は有害鳥獣捕獲期間（１年間で更新可））








□自治会等の規約等の写し
【規約等の規定例】
（事業）
第●条　この会に、地域の鳥獣被害の防止を目的として、玉野市イノシシ捕獲隊設置要綱（令和２年玉野市告示第●号）に基づく、イノシシ捕獲隊を置く。






　　　　　　　　この活動に対して、地域内で合意形成が図られていることが必要であることから、規約等の改正等をお願いするものです。各自治会等において規定内容等を検討し、柔軟に対応してください。

□狩猟者登録証の写し（狩猟者のみ）


②イノシシ捕獲隊猟具（箱ワナ）貸与申請書（様式２）の提出［任意］





（様式１）記入例

イノシシ捕獲隊及び猟具設置申請書

玉　野　市　長　　様
	申請日
	令和　2　年　4　月 　1　日

	地区名
	　荘内連合自治会

	代表者
	住　　所
	玉野市　永井×××番地

	
	ふりがな
	たまの　たろう

	
	氏　　名
	玉野　太郎
	印

	
	電話番号
	090-0000-0000







玉野





玉野市イノシシ捕獲隊設置要綱第●条の規定により、次のとおり申請します。

	捕獲従事者
	様式１－１のとおり

	捕獲をする鳥獣の種類及び員数
	イノシシ　30　頭

	捕獲の目的及び理由
	目的：農作物の被害防止
理由：荘内地区でイノシシによる農作物被害が多発

	捕獲の期間
	令和2年4月1日　から　令和3年3月31日まで

	捕獲の区域
	玉野市　荘内　地区地内

	捕獲の方法
	箱ワナ
設置場所：様式１－２のとおり

	捕獲後の種類
	食肉施設　・　焼却施設等　・　その他　・　（　　　）



（添付書類）
・イノシシ捕獲隊構成員（従事者）名簿（様式１－１）
・イノシシ捕獲隊猟具設置位置図（様式１－２）
・自治会等の規約等の写し
・狩猟者登録証の写し（狩猟者登録者のみ）


（様式１－１）記入例

　　荘内　地区イノシシ捕獲隊構成員（従事者）名簿

令和2年4月1日
１　狩猟者登録者（わな猟、2名以上）
	
	氏　名
	住　所
	連絡先
	備　考

	1
	玉野　一郎
	永井×××番地
	090-9999-9999
	永井地区

	2
	常山　鶴太郎
	宇藤木×××番地
	090-8888-8888
	宇藤木地区

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
	
	
	
	

	6
	
	
	
	

	7
	
	
	
	

	8
	
	
	
	

	9
	
	
	
	

	10
	
	
	
	


（添付書類）狩猟者登録証の写し


２　補助者（狩猟者登録者以外の者）
	
	氏　名
	住　所
	連絡先
	備　考

	1
	岡山　晴夫
	槌ケ原×××番地
	090-7777-7777
	槌ケ原地区

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
	
	
	
	

	6
	
	
	
	

	7
	
	
	
	

	8
	
	
	
	

	9
	
	
	
	

	10
	
	
	
	



（様式１－２）記入例

　　荘内　地区イノシシ捕獲隊猟具設置位置図

令和2年4月1日
	[image: ]





●荘内２



（位置図を添付）

●荘内１







	管理番号
	管理者名
	管理番号
	管理者名

	荘内１
	玉野　一郎
	
	

	荘内２
	常山　鶴太郎
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



（注意）
・設置場所は、被害が発生した場所付近とする。
・設置場所は、地権者等及び地域の合意を得ていること。
　・管理者は、狩猟者登録者とする。
・猟具は、箱ワナとし、既定の標識を装着すること。

（様式２）記入例

イノシシ捕獲隊猟具（箱ワナ）貸与申請書

玉野市鳥獣被害防止対策協議会長　様
	申請日
	令和　2　年　4　月 　1　日

	地区名
	荘内連合自治会

	代表者
	住　　所
	玉野市　永井×××番地

	
	ふりがな
	たまの　たろう

	
	氏　　名
	玉野　太郎
	印玉野


	
	電話番号
	090-0000-0000












　下記のとおり、猟具（箱ワナ）の貸与について申請します。

	管理者名
（狩猟者登録者）
	玉野　一郎

	管理番号
	荘内１

	設置場所
	イノシシ捕獲隊猟具設置位置図（様式１－２）のとおり

	貸与条件
	１　貸与期間は有害鳥獣捕獲期間とします。（更新可）
２　貸与された猟具により生じた事故については、管理者において一切の責任を負います。
３　管理者の責任において保管・管理し、万が一、自己の責に帰する事由により破損・紛失した場合には、管理者において弁償します。
４　貸与された猟具の転貸及び目的外使用は行いません。


　






（７）捕獲奨励金の交付に係る手続き

①玉野市有害鳥獣捕獲奨励金交付申請書（様式３）の提出


②捕獲活動の実施
箱ワナの設置・餌まき

捕　　　獲
　　　　
　　　　　　　　　  　　捕獲

止め刺し
捕獲確認マニュアル
（P12～15参照）


処分（焼却・埋設・解体）



捕獲奨励金の請求



　③玉野市有害鳥獣捕獲奨励金請求書（様式４）の提出

（上記申請書の添付書類）
□イノシシ捕獲状況報告書（様式４－１）
□イノシシ搬入確認書（様式４－２）
　　　□証拠写真（送信先：hokakutai@city.tamano.lg.jp）
　　　□証拠物（尾）
　　　□捕獲確認掲示板

　　【提出期限】　上記請求書類を月末締め・毎月10日までに、農林水産課へ提出してください。
　　









参考：捕獲確認マニュアル 

１　基本事項 

（１）捕獲確認方法 
この制度における捕獲確認方法は、原則、書類確認とする。 

・書類確認 →　捕獲確認書、写真、証拠物で確認を行う。

なお、有害鳥獣の捕獲場所等の情報をＩＣＴ（情報通信システム）により収集・蓄積し、有害鳥獣の効果的・効率的な捕獲の実現を図る観点から、捕獲確認の証拠写真の撮影にあたっては、原則、ＧＰＳ機能付きカメラ（スマートフォンを含む）を使用することとする。 

（２）確認者となり得る者 
書類確認及び搬入確認の確認者として認められるのは、以下の者とする。 

・市町村又は都道府県職員（非常勤職員を含む）
 

２　書類確認 
書類確認は、捕獲個体を直接確認できないことから、確認者は、証拠写真及び証拠物等により捕獲個体が本事業の補助対象であることを確実に確認する。 

（１） 証拠写真の撮り方（以下の写真イメージ参照）
①捕獲場所、個体の確認
　　捕獲した箱ワナと頭数を確認するため、イノシシがなわに入ってい　る（生きている状態）の写真を撮影する。
②捕獲個体へのマーキング 
捕獲従事者は、捕獲したイノシシを殺処分した後、捕獲個体にスプレー等（原則として油性）で、捕獲日をマーキングする。また、一つの柵で複数頭捕獲したときは、捕獲日と捕獲頭数をマーキングする。 
③捕獲個体の向き 
捕獲個体の向きは、撮影者から見て捕獲個体の足が下向きになり、その際、頭部が右側（右横腹が写るように）にくる状態とする。 



④証拠写真の撮り方 
証拠写真は、原則、捕獲現場において撮影すること。
捕獲個体にスケール等をあて（捕獲確認掲示板へ●●●cmと記載）、捕獲従事者、捕獲確認掲示板、捕獲個体、捕獲日及びマーキング内容が確認できるよう撮影し、できれば、日付入りで撮影すること。捕獲確認掲示板の記載内容が確認出来ない場合は、捕獲個体の上に捕獲確認掲示板を置き、拡大写真を追加で撮影するなど、確認出来る証拠写真を提出すること。
⑤虚偽申請の更なる未然防止対策例
証拠写真については上記によるほか、以下に示す対策のように実効性の高い手法を取り入れて、虚偽申請の更なる未然防止を図る。 

・　証拠写真について、捕獲個体にマーキングし撮影した写真に加え、最初のマーキング部分に更に横線等をマーキングした状態の写真を提出する。 
・　処理施設に搬入した場合は、持ち込まれた個体を処理する施設において、マーキングが映るようにして、写真を撮影すること。

（２）証拠物 
①原則として「尾」とする。ただし、捕獲時に「尾」が欠落している場合は、欠落していることが証明できる写真を撮影の上、「尾」以外の部位[image: ]（両耳等）で可とする。 
②市に提出された証拠物は、市が回収し確実に処分を行う。 
尾を提出

（３）チェック体制
①捕獲従事者は、捕獲奨励金請求書類（イノシシ捕獲状況報告書と証拠物及び証拠写真、捕獲確認掲示板等）を農林水産課へ提出し、農林水産課はこれを受付し確認する。
②捕獲従事者から提出された証拠写真及び証拠物等の確認は、複数名（２名以上）の確認者で行う。なお、やむを得ず１名での確認となった場合、決裁等により複数名での確認を行う。 
③成獣と幼獣の区分は、基本的に確認者の目視により行うこととし、目視での区分が困難な場合は、次の基準を参考に区分すること。
　　　【幼獣】：体に白い縞模様がある個体
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イノシシ捕獲隊














（様式３）記入例

玉野市有害鳥獣捕獲奨励金交付申請書

玉　野　市　長　　様
	申請日
	令和　2　年　4　月 　1　日

	地区名
	荘内連合自治会

	代表者
	住所
	玉野市　永井×××番地

	
	氏名
	玉野　太郎玉野

	印










玉野市鳥獣被害対策関係事業補助金等交付要綱第●条の規定により、次のとおり申請します。




申請額　　470,000　　円




	鳥獣の種類
	奨励金単価
	捕獲頭数
（見込み）
	申請額（円）

	イノシシ（成獣）
	18,000円
	20
	360,000

	イノシシ（幼獣）
	11,000円
	10
	110,000

	合　計
	30
	470,000


令和2年度事業計画書


1
（様式４）記入例

玉野市有害鳥獣捕獲奨励金　請求書

玉　野　市　長　　様
	請求日
	令和　2　年　5　月 　10　日

	地区名
	荘内連合自治会

	代表者
	住所
	玉野市　永井×××番地

	
	氏名
	玉野　太郎玉野

	印










玉野市鳥獣被害対策関係事業補助金等交付要綱第●条の規定により、次のとおり請求します。

	捕獲活動期間
	4　月　1　日　～　4　月　30　日

	請求金額
※内訳は裏面明細表に記載
	　　　　　　　　　　46,000　　　円

	捕獲頭数　
	3　　　頭


請求額の振込先
	金融機関名
	●●
	銀行・信金
農協・労金
	●●
	支店

	預金種目
	普通・当座
	口座番号
	9
	9
	9
	9
	9
	9
	9

	口座名義
	（フリガナ）　タマノ　タロウ

	
	　　　　　　　玉野　太郎


注１　太枠内に記入、押印してください。印は、通帳印でなくても構いません。
注２　振込先は、代表者と異なる名義の口座を指定しても構いません。
注３　通帳のコピー（金融機関名、支店名、口座番号、口座名義が表示されたページ）を添付してください。


（裏面）記入例

イノシシ捕獲頭数明細書
（令和2年4月1日～令和2年4月30日）
	猟具
	区分
	期　間
	１頭当たりの捕獲奨励金
	捕獲頭数
	奨励金額

	貸与
	成・幼
	4/1～11/14
	10,000円
	1　頭
	10,000　円

	
	
	11/15～3/31
	6,000円
	頭
	円

	購入
	成獣
	4/1～11/14
	食肉加工施設 　    19,000円
	頭
	円

	
	
	
	焼却施設等　　　　　　18,000円
	　2　頭
	　36,000　円

	
	
	
	その他（解体等）　　　　　　　　　　17,000円
	頭
	円

	
	
	11/15～12/31
	食肉加工施設　　　　　15,000円
	頭
	円

	
	
	
	焼却施設等　　　　　　14,000円
	頭
	円

	
	
	
	その他（解体等）　　　　　　　　　13,000円
	頭
	円

	
	
	1/1～3/31
	食肉加工施設　　　　　 6,000円
	頭
	円

	
	
	
	焼却施設等　　　　　　 6,000円
	頭
	円

	
	
	
	その他（解体等）　　　　　　　　　 6,000円
	頭
	円

	
	幼獣
	4/1～11/14
	11,000円
	頭
	円

	
	
	11/15～12/31
	7,000円
	頭
	円

	
	
	1/1～3/31
	6,000円
	頭
	円

	
	3　頭
	46,000　円

	




（様式４－１）記入例

イノシシ捕獲状況報告書

	番号
	捕獲年月日
（メッシュ番号）
	捕獲　場所
	雌雄
	体重
	捕獲者氏名
	現任者氏名
	食肉

	1
	令和2年6月18日
（A6722）
	永井
地内
	雄
	50kg
	玉野一郎
	常山鶴太郎
	×

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	



上記のとおり捕獲状況報告書を提出します。
　　　　　　　　
令和　　年　　月　　日　　　
地区名　玉野市　　　　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印

捕獲者氏名欄：　実際に捕獲した者の自署
現任者氏名欄：　捕獲者以外で同行した者、捕獲を現に確認した者の自署　
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